
井
出
理
事
十
年
掛
り
の
労
作 

＝
あ
る
「
戦
没
者
名
簿
が
語
る
も
の
＝ 

阿
部
敏
勝
（
会
員
） 

 

軍
民
合
わ
せ
て
三
一
〇
万
人
の
戦
没
者
を
出
し
た
十
五
年
戦
争
（
資
料
（
一
）
終

結
か
ら
六
十
五
年
。
多
く
の
戦
記
が
書
か
れ
又
映
像
化
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
を
大
別
す
る
と
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
戦
没
学
生
手

記
集
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
」
に
代
表
さ
れ
る
「
個
人
的
心
情
」
や
「
経
験
を
中
心

に
し
た
い
わ
ゆ
る
「
手
記
」
と
、
こ
れ
を
文
学
的
に
昇
華
し
た
「
戦
記
文
学
」
（
資

料
（
二
）
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
又
戦
記
を
単
な
る
個
人
的
経
験
や
心
情
に
留
め
ず

個
人
と
国
家
や
軍
隊
と
の
相
克
と
し
て
捉
え
、
解
析
を
試
み
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ

る
「
戦
史
」
で
あ
り
、
井
出
さ
ん
の
労
作
は
こ
の
域
に
迫
る
も
の
で
す
。
（
太
平
洋

戦
争
史
、
全
六
巻
、
天
皇
の
軍
隊
・
帝
国
陸
海
軍
の
全
貌
な
ど
ー
資
料
（
三
） 

井
出
さ
ん
は
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
年
）
長
野
県
で
生
ま
れ
、
当
地
の
旧
制
中

学
校
及
び
大
東
亜
練
成
院
を
卒
業
後
南
方
軍
に
勤
務
さ
れ
た
経
歴
の
持
ち
主
で
す
が

十
年
ま
え
か
ら
郷
里
に
遺
さ
れ
て
い
た
「
戦
没
者
名
簿
」
の
整
理
に
着
手
、
二
五
一

〇
名
の
暦
年
、
戦
線
、
兵
事
（
作
戦
、
事
件
な
ど
）
等
々
を
分
析
の
処
。 

 
 

 
 

（
一
）
敗
退
期
戦
没
者
比
率
八
〇
％
＝
昭
和
十
五
年
＝
二
〇
年
の
郡
内
平
均
人
口
お

よ
そ
八
―
九
万
人
と
し
て
、
青
壮
年
男
子
の
役
七
～
八
％
が
戦
没
。
特
に
戦

線
が
拡
大
、
激
化
し
た
昭
和
十
九
年
に
は
八
六
三
人
、
二
〇
年
に
は
八
五
〇

人
が
戦
没
、
１
０
人
中
八
人
ま
で
が
絶
望
的
な
戦
局
の
犠
牲
者
で
し
た
。 

 

（
二
）
少
年
兵
及
び
中
年
兵
の
増
加
＝
日
露
戦
争
当
時
「
兵
士
」
と
言
え
ば
二
〇
才

か
ら
二
五
才
が
中
心
で
し
た
が
太
平
洋
戦
争
期
に
は
陸
軍
で
は
十
七
才
か
ら

四
六
才
、
海
軍
で
は
十
六
才
か
ら
四
五
才
迄
の
方
が
戦
没
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
戦
争
の
悲
劇
は
残
さ
れ
た
遺
家
族
に
も
ろ
に
降
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
戦
没
に
よ
る
家
族
、
友
人
の
悲
し
み
は
勿
論
で
す
が
時
に
は
家
計
の

断
絶
を
招
来
し
て
い
ま
す
。
ま
し
て
や
家
族
を
抱
え
た
中
年
兵
（
三
十
代
、

四
十
代
）
の
苦
悩
は
言
う
ま
で
も
有
り
ま
せ
ん
。
「
教
育
召
集
」
の
名
で
召

集
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
部
隊
（
海
軍
で
は
艦
船
及
び
陸
戦
隊
）
に
送
ら
れ
戦
没

し
た
中
年
兵
は
太
平
洋
戦
争
戦
没
者
の
二
八
，
五
％
に
も
当
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
対
極
に
子
供
の
様
な
少
年
兵
（
前
記
の
通
り
、
十
六
才
の
海
軍
少
年

兵
）
が
戦
没
者
の
名
簿
に
十
名
も
あ
り
ま
し
た
。
残
酷
な
話
で
す
。 



 
（
三
）
戦
没
地
（
戦
線
）
の
極
大
化
＝
兵
站
終
末
点
を
越
え
て
軍
を
進
め
た
統
率
の

結
果
、
制
空
、
制
海
権
、
補
給
な
く
、
兵
は
飢
え
と
病
に
斃
れ
て
ゆ
き
ま
し

た
。
満
州
に
中
国
に
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
・
雲
南
に
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ

モ
ン
、
ビ
ス
マ
ル
ク
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
ボ
ル
ネ
オ
、
モ
ル
ツ
カ
、
南
洋
群

島
、
中
部
太
平
洋
、
小
笠
原
諸
島
、
沖
縄
、
南
西
諸
島
、
千
島
列
島
、
南
シ

ナ
海
、
台
湾
、
東
シ
ナ
海
、
本
土
近
海
に
、
印
度
支
那
、
朝
鮮
、
ソ
連
、
外

蒙
、
本
土
、
こ
ん
な
広
い
地
域
に
狭
い
長
野
県
南
佐
久
郡
出
身
者
の
「
屍
」

が
眠
っ
て
い
る
の
で
す
。
恐
ろ
し
い
事
実
で
す
。 

以
上
駆
け
足
で
井
出
さ
ん
の
お
仕
事
を
ご
紹
介
し
て
来
ま
し
た
が
、
な
に

せ
全
体
一
二
五
頁
、
統
計
数
字
、
兵
事
分
析
等
多
数
の
労
書
だ
け
に
言
い
足

り
ま
せ
ん
が
最
後
に
井
出
さ
ん
が
強
調
し
て
お
ら
れ
る
「
戦
争
責
任
と
戦
後

責
任
」
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
井
出
さ
ん
は
「
国

家
の
名
に
よ
る
武
力
行
使
、
殺
し
合
い
に
は
一
件
の
意
義
も
見
出
せ
な
い
」

兵
は
凶
な
り
は
古
今
東
西
の
公
理
で
あ
り
、
兵
を
前
提
に
す
る
こ
と
な
く
、

「
交
渉
に
徹
し
殺
し
合
い
や
破
壊
に
費
や
さ
れ
る
富
を
医
療
、
教
育
、
福
祉
、

環
境
等
に
向
け
よ
」
そ
の
意
味
で
「
日
米
安
全
保
障
条
約
―
日
米
同
盟
」
は

戦
争
の
惨
禍
を
知
ら
な
い
、
或
い
は
こ
れ
を
他
人
事
と
し
て
無
視
す
る
非
道

な
同
盟
で
あ
り
、
「
日
本
人
の
魂
の
独
立
」
の
た
め
に
も
破
棄
す
べ
き
だ
と

主
張
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
戦
争
の
実
態
を
自
ら
体
験
し
、
自
ら
分
析
し
た

「
賢
者
の
正
論
」
だ
と
思
い
ま
す
。 

又
井
出
さ
ん
が
心
配
し
て
居
ら
れ
た
「
個
々
の
戦
場
体
験
の
局
所
性
、
戦

争
技
術
の
異
常
な
発
達
と
社
会
、
年
代
の
変
化
に
よ
る
「
戦
争
体
験
の
風

化
」
に
就
き
ま
し
て
は
昨
年
三
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
出
版
、
話
題
と
な
り

ま
し
た
「
戦
争
体
験
の
戦
後
史
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
、
こ
の
本
は
「
戦
争
遺

稿
集
」
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
「
わ
だ
つ
み
会
」
を
素
材
に
「
わ
だ
つ
み
会

が
何
故
反
感
を
買
っ
た
の
か
」
「
六
〇
年
安
保
と
「
戦
争
体
験
の
距
離
」

「
戦
争
体
験
へ
の
拒
否
感
―
戦
中
派
の
孤
立
」
「
大
学
紛
争
の
激
化
と
「
わ

だ
つ
み
像
」
の
破
壊
」
「
若
年
世
代
の
大
量
脱
会
に
よ
り
戦
争
中
派
だ
け
の

集
ま
り
と
な
っ
た
第
三
次
わ
だ
つ
み
会
」
「
渡
辺
清
事
務
局
長
に
よ
る
天
皇

の
責
任
追
及
」
「
戦
争
体
験
の
伝
承
の
困
難
さ
」
等
々
に
つ
い
て
ユ
ニ
ー
ク

な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

（
資
料
（
四
）
）
是
非
ご
併
読
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
筆
者
は
本
会
理
事 

 
 

 



◆
資
料
（
一
） 

十
五
年
戦
争 

昭
和
六
年
勃
発
の
満
州
事
変
か
ら
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
ま
で
の
足
掛
け
十
五
年

間
の
戦
火
。 

◆
資
料
（
二
）
Ａ 

個
人
的
心
情
や
経
験
に
よ
る
戦
記
（
手
記
） 

〇
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
一
九
四
九
年
刊 

 

（
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
編
集
会
） 

〇
戦
場
体
験
「
声
」
が
語
り
継
ぐ
昭
和
（
朝
日
新
聞
社
二
〇
〇
五
年
刊
） 

〇
戦
争 

 

「
新
聞
記
者
が
語
り
継
ぐ
戦
争
」 （

読
売
新
聞
社
一
九
七
七
年
刊
） 

〇
父
の
戦
記
「
週
刊
朝
日
偏
」
（
朝
日
新
聞
社
二
〇
〇
八
年
刊
） 

〇
レ
イ
テ
戦
記 

 
 

 

（
大
岡
昇
平
著 

 

一
九
六
七
年
刊
） 

○
松
本
清
張
へ
の
召
集
令
状
（
森
史
朗
著 

 

二
〇
〇
八
年
刊
） 

陸
に
上
が
っ
た
軍
艦
・
三
二
才
の
二
等
水
兵
（
新
藤
兼
人
映
画
シ
ナ
リ
オ
） 

〇
戦
争
体
験
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
③ 

 

（
平
和
記
念
事
業
団
二
〇
〇
七
年
刊
） 

〇
戦
争
を
生
き
た
先
輩
た
ち
、
い
ま
後
輩
へ
伝
え
た
い
こ
と 

 
 

 

（
中
央
大
学
・
中
央
評
論
二
六
三
号 

二
〇
〇
八
年
刊
） 

Ｂ
同
多
角
的
取
材
、
構
成
に
よ
る
「
戦
争
文
学
」 

〇
人
間
の
条
件 

 
 

 

（
五
味
川
純
平
著 

一
九
五
六
年
刊
） 

〇
滄
海
よ
眠
れ 

 
 

 

（
沢
地
久
枝
著 

 

一
九
八
四
年
刊
） 

〇
特
攻
と
遺
族
の
戦
後 

（
宮
本
雅
史
著 

 

二
〇
〇
八
年
刊
） 

◆
資
料
（
三
） 

個
人
と
国
家
や
軍
隊
と
の
相
克
を
解
析 

〇
太
平
洋
戦
争
史 

 
 

（
歴
史
学
研
究
会 

一
九
五
三
年
刊
） 

〇
銃
後
史
ノ
ー
ト 

 
 

（
Ｊ
・
Ａ
出
版 

 

一
九
七
七
年
刊
） 

〇
ボ
ク
ラ
小
国
民 

 

（
辺
境
社 

 
 

 

一
九
七
四
年
刊
） 

〇
昭
和
の
歴
史
、
天
皇
の
軍
隊 

 
 

帝
国
陸
海
軍
の
特
質
と
全
貌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
江
志
乃
夫
著 

一
九
八
二
年
刊
） 

◆
資
料
（
四
）
戦
争
体
験
の
風
化
と
伝
承 

〇
戦
争
体
験
の
戦
後
史 

（
福
門
良
明
著 

 
 

二
〇
〇
九
年
刊
） 

（
以
上
） 


